
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔３年 A 組編〕 

A 組 Ｙ．Ｋ 

運動会を終えて、団全体が協力できる最高の団になったと思

います。なぜかというと、ダンスを作るときも、意見を出し合

ったからこそできたものだし、そういうところで絆ができたと

思うからです。１番よかったのは団の応援です。自分がやらないときは、どうしても休みたくなる

ものだけど、他の人がやっているときに全員が応援していて、人のことも思える団にできたんだな

あと応援していて感動しました。改めて応援は人を強くするものだなあと感じました。運動会で全

学年の絆が深まったと思うので、次の文化祭などでその絆を出していきたいです。 

 

A 組 Ｔ．Ｙ 

私が運動会で頑張ったことは２つあります。１つ目は、学年・男女関係なく応援したことです。

１、２年の時は、自分の学年の人たちには声を出して応援したけど、他学年の人たちにはできませ

んでした。でも、今年は３年生として団の雰囲気を少しでも明るくできるように、テントの前に並

んで声を出して応援することができました。２つ目は、準備や後片付けに進んで取り組んだことで

す。準備も片付けも友達や先生と協力して取り組めました。今年は準備や片付けが競技と同じくら

い楽しいと思うことができました。３年生として、１、２年生を楽しませようという気持ちで練習

や当日を過ごしたけれど、それ以上に自分が楽しいと思える運動会でした。残り少ない中学校生活、

楽しい思い出がもっと増えるといいなと思います。 

 

A 組 Ｏ．Ｙ 

運動会で頑張れたことは、下級生を素早く並べたり指示を出したりすることです。これも団リー

ダーの仕事の１つで、その仕事をしっかりすることができたのでよかったです。また、指示を出す

ことで、自然と下級生とコミュニケーションをとることができたので、話したことがなかった人た

ちと話すこともできました。競技中のテントの中で、競技をしている他の学年の人たちを全員で応

援していたので、応援の部でも賞を取ることができたと思います。また競技では、なかなか勝つこ

とができなかった綱引きで、勝つことができて嬉しかったです。運動会を通して、自分は全員でひ

とつのことに頑張ることの素晴らしさに気づきました。 
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A 組 Ｍ．Ａ 

私は、この運動会が言葉で言い表せないくらい楽しかったです。私

が特に心に残っているのは、青団の応援です。１、２、３年全員が声

を出して応援していて本当によい団だなと心から思いました。３年の

学年種目の時も１、２年生がすごく応援してくれていて、その応援に

応えなきゃと思えたし、応援が自分の力にもなりました。だから、応援の部で最優秀賞をとれたと

きはすごくうれしかったです。団役の子たちが夏休みから考えてくれた団ダンスやペアでポーズを

考えた愛玉、３A みんなで何度も練習した大縄、本気で綱を引っ張った綱引き。どれもよい思い出

です。大縄の練習の時は、少しピリついた雰囲気になったこともあったけど、本番で誰が引っかか

ってしまっても、誰も責めない、これが３A のよいところだなって思いました。どこを切り取って

も最高の思い出がよみがえる。そんな運動会でした。空雅が団長で本当によかったです。ありがと

う。青団、３A、最高！ 

 

A 組 Ｆ．Ｓ 

運動会を通して特に頑張ったことは、やはり運動会の運営です。全校生徒＋保護者の前で立って

しゃべるということは、とても緊張しましたがいい経験になったと思います。また、僕はこの運動

会を通して学年を越えた絆が深まったと思います。他学年が競技しているときは、その他の学年が

全員で応援することができたし、団長や応援リーダーが中心となって運動会を盛り上げてくれて、

負けてしまったりミスをしてしまったりしてもプラスの声かけをしてくれました。誰にとっても最

高の運動会になったと思います。また、スローガンである『竜騰虎闘～互いに力を尽くし絆を深め

よう！～』のもと、結果は青団が僅差で勝利しましたが、閉会式後に団長同士がたたえ合う姿を見

て、勝ち負けではなく楽しむことが大切だと、改めて気づきました。次は文化祭があるので、運動会

で深まった絆で、文化祭を運動会より盛り上げたいです。 

 

A 組 Ｍ．Ａ 

今年度の運動会を終えて、勝つ ｎ喜び、何より仲間との協力、応援の大切さをよく知ることが

できた。最上級生という責任を感じる運動会で、自分がやる種目を一生懸命やることを前提に、他

学年がする種目にも関わりたいと思っていた。それが応援で、応援はする方もされる方も結果がど

うであれ「楽しかった」という思いが出てくるものだということを、これまでの運動会で知ってい

た。だから、他学年の競技やリレーなどで応援をして盛り上げることができた。勝利したときはも

ちろん嬉しかった。だけど、敗北したときもマイナスの言葉はなく、「ドンマイ」とか「惜しかった

ね」とか励ますような言葉が多くて、思い出に残る運動会になったなと心から思えた。応援を通し

て仲間との絆が深まりかつ喜びも協力していくことの良さもわかった運動会になった。 


